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題
罠
は
政
治
思
想
で
あ
っ
て
政
治
上
の
繊
度
で
は
な
い
、
著
者

は
此
豪
者
の
別
を
特
に
断
っ
て
る
が
、
過
去
を
知
ら
ん
マ
」
す
る
に

は
唯
「
何
を
な
し
た
か
」
の
外
に
「
如
何
に
考
へ
た
か
」
、
「
如
何
に
望

ん
だ
か
」
ミ
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
制
度
は
其
極
め
て
一
部
分
の
み
が

指
示
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
本
書
は
或
は
實
現
さ
れ
或
は
夢
想
に

終
っ
た
政
治
上
の
信
念
及
希
望
の
記
録
で
あ
っ
て
政
治
思
想
の
超

療
か
ら
現
代
思
想
の
傾
向
ま
で
を
論
述
し
て
る
。
但
こ
Σ
に
思
想

ミ
い
ふ
も
實
は
時
代
な
り
三
三
な
り
の
事
惰
智
的
登
展
の
段
階
に

影
響
さ
れ
た
る
思
想
で
あ
っ
て
純
梓
思
索
で
は
な
い
。
著
者
は
古

代
に
於
け
る
一
般
的
な
且
種
蒔
な
特
色
は
宗
数
、
慣
習
、
法
律
を
分

化
し
得
な
か
っ
た
織
で
あ
る
、
こ
し
政
治
上
の
進
歩
は
異
な
る
事
項

の
聞
に
腿
珊
を
設
け
各
自
に
其
の
特
有
な
地
位
職
能
を
與
ふ
る
に

あ
る
ミ
帯
き
こ
れ
を
中
世
及
近
世
に
於
け
る
鍬
個
の
例
に
依
っ
て

立
謹
し
更
に
現
代
の
政
治
問
題
は
立
法
の
職
能
は
何
か
、
如
何
な

る
桑
園
ま
で
入
子
の
生
活
方
法
、
個
入
的
習
償
に
關
補
し
得
る
か

　
　
　
　
　
　
を
　
　
策
滋
瀞
…
　
　
一
二
賦
　
（
四
六
ご
）

を
決
定
す
る
こ
ミ
に
三
っ
て
解
決
ぜ
ら
れ
る
ミ
し
、
最
後
の
歎
章

は
就
會
主
義
帥
政
治
思
想
断
自
然
槻
、
國
家
穫
力
の
制
限
に
閥
す

る
思
想
を
分
析
し
且
、
其
磁
っ
て
來
る
所
以
を
詳
論
し
て
み
る
。

　
著
者
は
飽
く
ま
で
判
官
の
蛾
位
を
避
け
、
批
評
は
他
に
譲
っ
て

噺
こ
こ
ま
で
も
変
家
た
る
の
態
度
を
央
は
す
、
臭
墨
の
學
説
を
客
槻

的
に
取
り
扱
っ
て
居
っ
て
吾
入
の
観
る
ミ
こ
ろ
で
は
こ
の
種
の
著

作
中
一
頭
地
を
按
く
も
の
く
」
言
っ
て
い
Σ
、
ま
た
各
章
侮
に
畢
け

て
る
る
朝
憲
書
目
も
至
極
適
切
ε
思
は
れ
み
る
。
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亀
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章
を
分
つ
こ
ミ
十
八
、
騎
士
道
の
起
原
か
ら
其
の
嚢
微
ま
で
を

論
述
し
て
る
。
中
世
に
於
け
る
貴
族
生
活
の
研
究
は
著
者
の
猫
壇

場
で
あ
っ
て
到
底
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
、
唯
、
惜
む
ら
く
は
臓

除
に
於
け
る
騎
士
の
生
活
を
叙
述
す
る
こ
S
詳
に
し
て
下
和
の
生

活
、
郎
ち
城
内
の
臼
常
生
活
殊
に
騎
士
階
級
の
宗
数
的
．
智
的
観
念

に
弥
醐
及
す
る
こ
一
こ
拝
聞
に
渦
…
ギ
｝
る
械
四
み
。
か
な
い
ε
は
い
へ
ぬ
、
一
久
構
…

侶
階
級
、
下
級
勅
會
の
生
活
に
至
っ
て
は
勿
論
本
書
の
目
的
で
は



な
い
か
ら
之
を
要
求
す
る
の
が
無
理
か
も
知
れ
ぬ
，
但
本
書
の
目

的
ミ
す
る
範
圃
に
於
て
は
悉
さ
了
う
な
し
芝
い
っ
て
い
、
、
例
へ

ば
騎
士
の
甲
賓
装
束
或
は
葬
祭
に
賦
す
る
制
度
、
風
習
並
に
下
級

騎
士
の
訓
練
競
技
に
就
い
て
の
記
蓮
に
於
て
は
其
の
含
蓄
あ
る
精

確
な
る
他
に
比
を
見
な
い
、
多
く
の
讃
者
に
は
目
新
し
い
こ
噛
、
と

信
ず
る
が
、
著
者
は
護
憲
。
冨
d
窪
。
｝
”
§
｝
）
頓
の
詩
を
紹
介
し
て
る
、

彼
の
生
涯
は
一
三
二
八
1
・
↓
四
二
二
、
殆
、
繭
世
紀
に
亙
る
、
詩

人
S
し
て
は
同
時
代
の
チ
ョ
ー
サ
ー
に
及
ば
ざ
る
こ
ミ
蓬
い
が
其

の
残
し
た
群
系
の
作
品
は
當
時
の
生
活
を
詳
細
に
傳
へ
る
も
の
S

し
て
貴
重
な
史
料
た
る
こ
ミ
が
知
ら
れ
る
。

⑳
牢
・
9
圃
ρ
寵
ポ
国
目
霧
ヨ
門
藝
9
ω
宕
（
マ
。
コ
凱
。
。

　
ご
β
鑓
。
巴
漁
鴛
〔
囲
歪
8
0
一
魏
三
選
○
蔓
ぢ
い
ω

　
翼
樹
下
吋
8
μ
が
工
十
余
年
前
に
エ
ラ
ス
ム
ス
像
を
著
し
其
の
序

言
に
曰
く
、
「
エ
ラ
ス
ム
ス
の
完
全
適
切
な
る
傳
記
は
將
來
に
倹
た

ざ
る
べ
か
ら
す
、
而
し
て
著
者
は
古
典
の
文
學
を
究
め
、
各
種
の

基
督
敏
的
思
想
に
通
じ
、
繋
累
改
革
の
複
雑
せ
る
蓮
動
を
論
じ
、

教
育
者
た
り
、
道
徳
家
た
り
、
同
時
に
洒
脱
の
人
な
ら
ざ
る
べ
か

　
　
　
第
＋
巻
，
紹
　
　
介
、

ら
す
云
々
」
，
本
書
を
讃
む
に
當
り
如
何
に
も
ε
首
肯
れ
、
著
者
は

恐
ら
く
こ
の
條
件
を
具
備
す
る
入
ミ
思
は
れ
る
。
著
春
は
一
九
圃

一
日
置
タ
ー
憾
を
公
に
し
、
爾
來
教
養
改
革
時
代
史
の
研
究
に
浸

益
し
て
る
事
で
あ
る
か
ら
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
著
書
な
り
生
活
な
り

に
鰯
れ
る
こ
く
」
が
多
か
っ
た
ら
う
。
著
者
の
研
究
態
度
は
徹
底
的

で
あ
っ
て
穿
料
の
吟
味
も
綿
密
を
極
め
、
從
っ
て
其
の
叙
蓮
は
如

何
に
も
確
實
で
あ
り
信
葱
す
る
に
足
る
隔
こ
思
は
し
め
る
。
エ
ラ
ス

ム
ス
の
博
識
に
し
て
勉
鋤
、
嘉
祥
に
し
て
而
か
も
小
心
、
批
評
に

謝
し
て
は
甚
敏
感
で
あ
っ
て
自
家
の
説
が
物
議
を
醒
す
こ
ミ
な
き

や
否
や
に
繕
え
す
留
意
し
，
從
っ
て
敏
會
改
革
に
封
ず
る
彼
の
態

度
感
想
を
明
瞭
に
看
取
す
る
こ
ミ
が
出
來
る
。

　
但
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
生
命
は
薯
伶
で
あ
っ
て
著
作
を
措
い
て
彼

の
傅
記
は
な
い
、
三
っ
て
エ
ラ
ス
ム
ス
傳
の
中
心
は
彼
の
名
聲
を

掲
げ
且
維
持
し
て
る
著
書
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
が
こ
の
馳
に
薯

者
の
注
意
は
彿
は
れ
て
な
い
や
う
で
あ
る
。
彼
の
宗
教
上
信
念
及

態
度
を
言
明
し
た
名
作
響
。
ぴ
三
畠
一
書
は
二
頁
H
更
ぎ
ぎ
℃
邑
。
豆
・
。

Ω
日
．
竃
”
蝕
は
日
影
、
彼
の
徳
記
を
草
す
る
に
震
り
最
貴
重
な
史
料
、

た
る
べ
き
耀
）
更
。
奮
は
二
頁
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
H
、
鎚
零

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
瓢
二
號
　
　
　
一
二
五
　
　
（
四
山
ハ
一
二
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

。
助
男
。
ξ
は
一
章
＋
頁
、
ま
た
9
ぎ
．
冨
紛
の
如
き
は
三
＋
頁
を
占

め
て
る
．
最
後
の
二
書
は
恐
ら
く
人
々
に
膳
表
し
て
る
が
た
め
で

も
あ
ら
う
か
。
希
転
卵
の
聖
跡
及
其
の
拉
典
課
に
凝
す
る
論
論
は

最
傾
聴
す
る
に
足
る
を
信
ず
る
、
唯
そ
れ
ら
の
文
麓
に
解
題
的
註

解
が
附
し
て
あ
っ
た
な
ら
ば
串
分
が
な
い
ε
思
ふ
。
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＜
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＜
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＾
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N
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号
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～
く
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匡
鼠
お
窪
ぢ
銭
●

　
本
書
は
想
像
の
部
分
が
少
く
な
い
S
の
非
難
も
あ
る
が
論
旨
明

快
、
文
章
流
麗
な
た
め
か
現
在
猫
逸
で
趣
く
護
ま
れ
て
る
ミ
い
ふ

著
者
は
一
九
一
五
に
猫
蓮
外
務
省
の
命
を
受
け
、
其
の
公
文
書
を

精
査
し
、
猫
逸
側
の
世
界
好
適
責
任
論
を
起
草
し
た
入
、
ま
た
立

際
聯
盟
宣
下
の
矯
に
活
動
し
た
入
で
あ
る
。

　
本
書
は
三
部
に
分
れ
、
第
旧
部
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
後
騰
者
の
事

業
、
鰍
洲
國
際
關
係
の
逐
次
動
揺
を
論
じ
て
る
が
「
白
耳
義
外
交
官

の
報
告
」
（
。
。
〇
一
μ
＜
Φ
村
開
。
σ
q
o
村
出
版
）
を
重
撫
し
過
ぎ
た
鮎
が
あ
る
、
該
報

告
は
他
の
資
料
に
合
致
せ
ざ
る
か
ぎ
り
信
を
お
き
難
い
ミ
は
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
哩
三
縛
申
　
　
　
一
．
ご
山
事
　
（
四
六
四
〉

に
墨
講
の
定
評
で
あ
る
か
ら
本
書
の
空
値
も
危
ぶ
ま
れ
る
。
第
二

部
は
｝
九
哺
四
の
七
月
の
危
機
鼻
虚
し
き
つ
た
時
期
を
記
し
て
る
♪

が
槻
，
露
、
稀
の
欧
策
に
嚴
評
を
加
へ
た
も
の
で
圭
に
猫
填
の
丈
書

に
糠
っ
て
る
か
ら
之
も
露
濃
墨
で
最
近
に
護
表
し
た
回
書
（
例
へ

ば
ド
ブ
ロ
ロ
ル
ス
キ
丈
書
）
に
依
っ
て
訂
正
を
要
す
る
ミ
思
ふ
、

第
三
部
は
大
職
中
の
猫
逸
の
外
交
で
あ
っ
て
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
を

痛
罵
し
、
筆
謙
し
て
る
、
著
者
に
依
れ
ば
猫
逸
外
交
が
文
富
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

を
離
れ
武
官
の
手
に
回
し
九
の
が
抑
々
致
命
的
失
敗
で
あ
っ
て
こ

の
重
大
責
任
を
荷
う
た
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
其
の
任
で
な
い
、
彼

は
動
機
を
解
せ
す
、
事
苺
に
失
艦
を
重
ね
、
渥
に
牧
捨
す
べ
か
ら

ざ
る
破
綻
を
生
じ
た
、
そ
し
て
祉
會
圭
義
者
、
李
和
論
者
が
凋

蓮
の
軍
紀
を
頽
慶
さ
し
た
ε
す
る
読
を
論
麟
し
、
其
の
責
任
も
ル

i
評
ア
ン
ー
3
ル
フ
に
あ
る
一
こ
い
ふ
、
、
臨
ち
編
7
口
入
の
｛
偲
性
を
弛
蠣
豚
せ

し
め
た
固
傘
の
原
因
は
久
し
き
に
亘
っ
て
中
央
撰
力
に
封
し
暦
加

し
來
つ
た
不
二
で
あ
る
が
、
し
か
し
主
因
は
寧
ろ
軍
事
上
の
失
敗

に
あ
る
，
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
嚴
重
苛
酷
な
検
閲
を
行
ひ
、
反
覆

し
て
濁
逸
の
最
後
の
勝
利
を
約
し
て
屠
つ
み
艇
か
結
局
平
民
が
欺
か

れ
た
こ
ご
を
知
る
や
失
言
落
謄
の
極
塗
に
自
暴
自
棄
に
隔
っ
た
ミ



い
ふ
に
あ
る
。
〔
以
上
菅
原
〕

⑳
支
那
古
明
器
泥
象
圖
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士

濱
田
耕
作
藩

　
薯
者
曰
く
、
支
那
の
泥
象
は
希
臓
の
タ
ナ
グ
ラ
の
泥
象
ε
同
じ

く
総
代
の
大
上
衛
ミ
肚
長
上
生
活
ぐ
」
を
反
映
せ
る
小
藝
術
な
り
小

官
會
な
り
、
此
の
謙
譲
に
し
て
可
憐
な
る
形
像
は
之
を
美
術
的
作

品
ミ
し
て
愛
玩
す
る
に
足
る
細
く
、
県
史
の
蓼
考
ε
し
て
貴
重
す

る
に
籐
あ
り
L
云
々
ε
云
へ
る
此
支
那
古
代
の
明
器
泥
象
は
實
に

墨
壷
年
鶴
ま
で
は
支
那
考
古
學
の
典
籍
を
始
め
其
の
遽
物
に
接
す

る
も
の
が
な
か
っ
た
。
然
る
に
今
や
東
西
諸
國
の
博
物
館
ε
偲
入

の
附
に
襲
藏
せ
ら
る
峯
も
の
其
の
撒
幾
何
な
る
を
知
ら
ざ
る
ほ
さ

の
禺
現
を
見
て
み
る
。
こ
れ
主
ざ
し
て
一
九
〇
五
年
以
後
敷
設
せ

ら
れ
た
淋
洛
煙
道
が
支
那
洛
陽
附
近
の
古
墳
群
を
縦
噺
す
る
も
の

蕊
所
産
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
其
の
蒐
集
熟
は
軍
に
洛
陽
附

近
に
止
ま
ら
す
西
安
其
他
の
地
方
に
ま
で
及
ん
で
み
る
。
此
等
登

見
の
明
器
泥
象
は
導
入
に
あ
っ
て
は
シ
ヤ
ヴ
ア
ン
ヌ
、
ラ
ウ
フ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ル
支
那
墨
者
に
あ
っ
て
は
羅
振
王
氏
等
の
逸
早
く
紹
介
さ
る
、
も

　
　
　
第
十
巻
　
　
紹
　
　
介

の
が
あ
る
が
其
の
副
葬
歌
書
を
明
に
す
る
も
の
が
少
い
。

　
著
者
は
京
都
帝
國
大
學
文
墨
部
に
あ
っ
て
明
治
四
十
三
年
洛
陽

に
於
て
若
干
を
獲
得
し
て
以
來
、
三
種
を
蒐
集
す
る
も
の
百
撒
十

に
越
へ
或
は
親
し
く
嚢
掘
せ
る
漢
代
墳
墓
の
も
の
或
は
世
聞
稀
に

槻
る
も
の
、
少
く
な
い
嬬
に
其
の
主
要
な
る
も
の
を
選
集
し
て
四

六
倍
版
唐
本
仕
立
の
上
下
二
野
ミ
し
上
冊
に
は
精
巧
な
る
破
璃
版

に
拝
む
る
も
の
約
八
十
葉
、
議
題
の
原
色
版
を
加
へ
、
下
冊
に
は

約
七
＋
頁
に
亙
っ
て
明
器
泥
象
の
総
論
ミ
例
鹸
の
解
設
ミ
を
附
さ

れ
て
み
る
。
著
者
の
云
へ
る
コ
は
以
て
支
那
考
古
學
上
顯
著
な

る
泄
物
の
一
般
的
概
念
を
與
へ
、
｝
は
以
て
連
覇
所
藏
品
の
臼
録

た
る
の
用
に
供
せ
ん
ミ
す
」
は
直
に
以
て
美
心
考
古
の
資
料
ミ
し

て
墨
界
を
稗
増
す
る
も
の
鮮
少
で
は
な
い
ミ
確
信
す
る
。
総
論
を

分
ち
て
十
ざ
し
泥
象
の
出
現
か
ら
設
延
し
て
其
の
製
作
の
動
機
に

及
び
次
で
漢
、
六
朝
、
磨
糠
代
の
各
種
明
器
泥
象
の
獲
蓬
ε
特
徴

ミ
を
或
は
石
彫
に
或
は
総
諜
に
彫
刻
に
類
推
し
て
其
の
細
を
究
め

支
那
泥
象
の
研
究
は
其
の
最
盛
期
た
る
唐
代
ざ
こ
れ
に
到
蓬
せ
ん

ε
す
る
準
備
努
ヵ
の
時
代
で
あ
る
漢
六
覇
の
そ
れ
を
考
察
す
る
の

要
を
古
き
、
其
手
法
の
佛
像
彫
刻
ε
窟
並
行
す
る
の
事
實
を
暴
け

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
二
七
　
　
（
四
六
五
）


